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１ 計画策定の主旨 

  高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画は、老人福祉法及び介護保険法に基づき策定する計画で、一体的

に策定することとされているものです。 

高齢者が必要とする保健福祉サービス・介護保険サービスが利用できるよう、地域のニーズと将来必要な

サービス量を明らかにし、そのニーズに見合うサービス提供体制の整備など必要な施策を計画的・総合的に

進めるためのものです。 

  本市は、令和６年度から令和８年度までを計画期間とする現行計画において「西東京市版地域包括ケアシ

ステム」の深化・推進を目標に掲げています。高齢者人口がピークを迎える令和22年（2040年）を見据え、

医療・介護双方のニーズを有する85歳以上高齢者の急増と、一方で生産年齢人口が急減する社会においても、

高齢者が介護、介護予防、医療はもとより、住まい、生活支援、社会参加までをも包括的に確保する地域の

構築を進めることとしています。 

  また、認知症の方、単身・夫婦のみの高齢者世帯の増加が進む中、当事者への支援だけでなく、その家族

等が抱える負担や課題への対応にも取り組むこととしています。 

  こうした取組みによって「西東京市版地域包括ケアシステム」の深化を図り、もって、地域共生社会と「健

康」応援都市の実現を目指すことが目標となっています。 

  

  次期計画では、認知症に関する施策をより強く推進するための計画を、本計画に包含する形で策定する

予定です。認知症施策については、これまでも重要なテーマとして取り組んでまいりましたが、より深く検

討を重ねてまいります。 

 

   

  

西東京市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第９期）より 
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２ 計画期間 

  高齢者保健福祉計画（老人福祉計画）と介護保険事業計画は、一体的に整備する必要があることから、介

護保険事業計画の計画期間に合わせ３年としています。 

  次期計画は、令和９年度（2027年度）から令和11年度（2029年度）までを範囲とするものになります。 

  

３ 計画策定スケジュール 

計画の策定に当たっては、地域の実情やこれまでの取組から検証される課題を把握し、また、被保険者数

や介護認定者数の動向等から今後のニーズや必要なサービス量を見込み、施策の方向性を検討します。 

 計画策定は、令和７・８年度の２か年をかけて行います。各年度では、概ね以下のことに取り組みます。 

令和７年度（2025年度） 令和８年度（2026年度） 

高齢者、事業者等に対する意向や現状を把握するための

アンケート調査の実施、結果の分析・まとめ 

地域包括支援センターや団体等のヒアリング調査、課

題を踏まえた施策の方向性の検討・答申 

 

 

 

 

 

 

 

 計画の策定に当たっては、国や都の動向も踏まえる必要があります。国においては、既に次期計画のた

めの検討が始まっており、今後は策定に向けて、国が示す基本方針や制度改正の動向を踏まえ策定します。 

 

（厚生労働省 社会保障審議会介護保険部会第116回資料）

本協議会 

アンケート調査項目の検討、実施、分析、まとめ 

データ分析（将来人口等推計、給付分析等） 

答申 

ヒアリング 

調査等 

市民説明等 

検討・まとめ 

８月 10 月頃 １月頃 ５月頃 ７月頃 10 月頃 １月頃 



４ 現行計画における施策の体系 

現行計画における施策の体系は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 今後想定するテーマ（案） 

令和７年度 

高齢者とその家族、支援者の現状の把握 

これまでの取組の成果、貢献度に関する評価 

高齢者福祉に求められるニーズ、解消すべき課題の整理 

令和8年度 

認知症施策、介護保険制度、医療との連携、地域づくりなど、各種課題への対応 

国都の動向、制度改正の状況と対応 

将来を見据えた高齢者施策の方向性 

取り組むべき事項、優先度・重要度 


